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(1） 第78号 金 木 だ よ り 昭和40年5月31日（月）

自
衛
官
募
集
の
案
内

一
、
募
集
人
員

二
等
陸
士
五
、
三
○
○
名

二
等
海
士
一
、
一
○
○
名

二
等
空
士
一
、
○
○
○
名

一
、
応
募
資
格

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

の
日
本
国
籍
男
子
で
、
身
長

一
五
五
セ
ン
チ
以
上
の
者

、
募
集
期
間

昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日
ま

で、
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
や
、
自
衛
隊

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場

の
総
務
課
に
ご
連
絡
下
さ
い

｜
印
刷

発

さ
い
。 オ

ー
ト
バ
イ
な
ど
新
し
く
買

っ
た
場
合
や
、
廃
車
に
し
た
場

合
、
一
二
五
唾
ま
で
は
税
務
課

ま
で
届
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、

耕
う
ん
機
を
買
っ
た
場
合
も
同

じ
で
す
。
一
二
五
唾
以
上
の
軽
自
動
車

は
陸
迎
覗
務
所
へ
申
告
し
て
下

オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
玲

寺

買
っ
た
場
合
一
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△
統
合
中
学
校
建
築

こ
こ
数
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

嘉
瀬
・
喜
良
市
剛
中
学
校
の
統

合
中
学
校
建
築
の
問
題
は
、
昭

和
三
十
九
年
度
に
お
い
て
、
嘉

瀬
駅
の
東
方
約
三
百
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
政

地
買
収
を
完
了
し
た
の
で
、
昭

和
四
十
年
度
か
ら
総
工
費
一
徳

一
千
五
百
九
十
四
万
円
、
三
ヵ

年
計
画
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
処
校
舎
（
延
一
、
一
二

坪
と
、
隠
内
体
操
場
（
二
三
八

坪
）
の
建
築
に
荒
手
す
る
。
そ

の
第
一
年
度
の
本
年
度
は
、
工

邪
費
二
千
九
百
万
円
で
普
通
教

室
六
、
図
郡
室
一
、
保
健
室
一

な
ど
合
わ
せ
て
三
百
五
十
坪
を

建
築
す
る
。

昭和40年度金木町当初予算

口
｜
教
育
関
係

I

○
金
木
町
の
昭
和
四
十
年
度
の
当
初
予
算
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
の
峨
終
○

○
予
算
一
値
八
千
六
百
六
十
一
万
六
千
円
よ
り
一
千
八
百
二
十
一
万
六
千
○

○
円
多
い
二
徳
四
百
八
十
三
万
二
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
当
町
始
ま
つ
○

○
て
以
来
初
め
て
二
徳
円
台
を
突
破
す
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
か
、
○

○
そ
の
中
か
ら
主
な
事
業
と
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
○

歳 入 (地位千円）

統
合
中
の
建
築
に
着
手

区 分 ｜金 額’ 構成 比
町
地
分
使
国
県
財
寄
渚
町

０
１
９
８
５
６
２
１
６
２

４
９
１
１
５
１
０
０
１
４

２
３
１
１

税149.115
税！80．000
金3，979’
料3，747’
金31，748
金3，322
入352
金195
入3，374

債’29，000
計’204．832

％ 〆

火
葬
場
の
移
転
新
築
も

方交付
担金及負担
用料及手数
庫支出
支出
産収
。付
収

と
二
省
ミ
岨
算
耳
即
Ｊ

△
公
営
住
宅
建
設
一
昭
和
三
十
九
年
度
に
ゴ
ミ
の

公
営
住
宅
の
建
設
に
は
毎
年
焼
却
場
を
設
圃
し
、
現
在
、
操

力
を
入
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
業
を
続
け
て
い
る
か
、
一
台
の

七
十
四
戸
あ
る
か
、
本
年
度
も
一
ゴ
ミ
収
錐
車
で
は
間
に
合
わ
な

第
一
種
住
宅
（
十
二
坪
）
四
一
旦
い
状
況
な
の
で
、
予
算
百
四
十

第
二
種
住
宅
（
十
坪
）
十
一
戸
一
万
円
で
更
に
一
台
脳
入
し
、
ゴ

準
誕
郵
識
訴
謂
唖
千
菫
師
叩
耗
一
棒
”
報
理
味
諏
唾
を
期
す
こ
と

刀
円
で
数
員
住
宅
三
川
塗
建
設
扉
撒
鵬
蝿
駈
叶
滝

す
る
計
画
で
あ
る
。

△
火
葬
場
の
移
転
新
築

金
木
の
火
葬
場
が
老
朽
化
し
、
算
六
十
刀
円
で
貯
水
池
の
新
設

△
喜
良
市
小
増
築

現
在
客
良
市
小
学
校
に
は
特

別
教
室
か
一
つ
（
音
楽
室
）
よ

り
な
い
の
で
、
工
班
費
二
百
五

十
六
万
円
で
、
理
科
室
（
二
五

坪
）
と
図
工
室
（
二
○
坪
）
を

増
築
す
る
。

民
生
・
衛
生
関
係
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衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧賢
公債費，
諸支出金｜
予備費’

歳出合計

－
９
４
５
８

’
８
３
６
８

金
４
１

｜
％

比
－
２
１
０
６
９
５
０
８
２
２
２
０
３
０

収
４
１
８
５
７
２
１
１
９
３
４
１
０
０

２
１
２
０

構
１

１
ｌｌ
３
１
７
２
９
６
５
１
７
３
２
０
５
２

額
３
７
２
９
６
７
４
６
９
４
５
３
０
３
３

て
い
る
う
え
に
、
町
の
中
心
に

近
す
ぎ
、
環
境
術
生
上
好
ま
し

く
な
い
ば
か
り
か
、
町
の
発
展

を
阻
瞥
し
て
い
る
現
状
に
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
適
当
な
場
所
へ

移
転
し
て
新
築
を
は
か
る
。
工

事
費
は
三
百
五
十
万
円
。
将
来

は
盤
枢
車
を
雌
入
し
、
現
在
、

各
部
落
に
散
在
し
て
い
る
火
葬

場
を
統
合
す
る
櫛
想
で
あ
る
。

△
ゴ
ミ
収
集
車
購
入

昭
和
三
十
九
年
度
に
ゴ
ミ
の

焼
却
場
を
設
圃
し
、
現
在
、
操

業
を
続
け
て
い
る
か
、
一
台
の

ゴ
ミ
収
錐
車
で
は
間
に
合
わ
な

い
状
況
な
の
で
、
予
算
百
四
十

２
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８
９
７
９
２
７

７
１
１
ｑ
９
９
９
Ｐ

６
５
２
３
９
６
８
２

１
２
５

204,8

△
道
路
整
備

自
動
車
等
の
地
加
に
よ
り
、

道
路
の
損
賜
が
些
だ
し
い
の
で

予
算
百
五
十
六
万
円
で
町
逆
の

整
備
を
行
な
う
。
ま
た
、
県
道

の
舗
装
整
備
負
担
金
百
五
十
八

万
円
も
計
上
し
て
い
る
。

△
側
溝
整
備

金
木
地
内
二
百
メ
ー
ト
ル
、

蒔
田
地
内
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、

川
倉
地
内
二
十
メ
ー
ト
ル
、
嘉

瀬
地
内
百
メ
ー
ト
ル
、
喜
良
市

地
内
五
十
メ
ー
ト
ル
、
合
わ
せ

て
三
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
の
側

瀧
を
盤
傭
す
る
。

｜
土
木
関
係
一

及
び
修
理
を
行
な
う
。

年度別事業費

昭和40年度

昭和41年度

昭和42年度

計

統合中学校（金木南中学校）完成予想図 000円

000円

000円

000円
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０
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６
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一 △
農
業
施
設
災
害
復
旧

総
事
業
費
六
百
万
円
で
、
次

の
十
一
カ
所
の
工
率
を
行
な
う

カ
ッ
コ
内
は
工
事
費
。

角
左
エ
門
堰
水
路
工
（
三
五

九
、
○
○
○
円
）
角
左
エ
門
堰

頭
首
工
（
四
七
五
、
○
○
○
円
）

大
堰
口
頭
首
工
（
四
三
一
、
○

○
○
円
）
一
番
止
頭
首
工
（
三

二
五
、
○
○
○
円
）
渭
久
グ
ヲ

ウ
ト
エ
（
五
三
四
、
○
○
○
円
）

萩
元
頭
首
工
（
一
○
七
、
○
○

○
円
）
浮
州
水
路
工
（
一
六
八
、

○
○
○
円
）
三
春
分
水
工
（
二

四
八
、
○
○
○
円
）
袖
柳
護
岸

工
（
一
五
四
、
○
○
○
円
）
塵

の
子
溜
池
（
八
六
○
、
○
○
○

円
）
向
田
頭
首
工
（
二
、
三
四

‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｆ
１
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
、
‐
‐
ｌ

農
業
鴎
嘱
係
一

普通教室

特別教室

管理室

室
室
室

６
６
５

昭和40年度施工

完成 昭和42年度

二
、
○
○
○
円
）

△
米
質
改
善
施
設
補
助

昨
年
凋
密
虫
防
除
器
具
に
対

す
る
補
助
を
行
な
い
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
た
の
で
、
本
年
度

は
米
質
改
善
施
設
（
稲
の
乾
燥

棒
や
乾
燥
機
）
に
対
す
る
補
助

を
出
し
て
、
農
家
所
得
の
期
大

を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
予
算
百
二
十
万
円

を
計
上
し
て
い
る
が
、
具
体
的

討
画
に
つ
い
て
は
、
今
、
検
紬

中
で
あ
る
。

金
木
病
院
で

胃
の
中
が
見
え
る

カ
メ
ラ
を
購
入

金
木
病
院
で
は
、
医
擁
器
具

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
、
Ｗ
の
中
を
自

由
自
在
に
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
便
利
な
カ
メ
ラ
を
賊

入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ガ
ス
ト
ロ
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
付
カ
メ
ラ
と
い

っ
て
、
円
の
中
を
肉
眼
で
自
叩

自
在
に
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
る

ば
か
り
で
な
く
、
写
真
も
と
れ

殿
近
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用

す
る
家
庭
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
弧
故
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
那
故
の
発
生
は
、
一
般

消
費
者
の
取
扱
い
上
の
不
注
意

と
、
さ
ら
に
、
ボ
ン
ベ
を
家
庭

内
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
一
昨

年
法
律
か
改
正
に
な
り
、
ボ
ン

ベ
は
腱
外
に
設
詮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

次
の
こ
と
を
ぜ
ひ
守
り
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

①
ま
ず
、
ガ
ス
に
点
火
す
る

前
に
、
附
近
に
燃
え
や
す
い

も
の
が
な
い
か
、
ガ
ス
も
れ

が
な
い
か
確
め
る
。
元
栓
お

よ
び
配
管
の
コ
ッ
ク
を
静
か

に
開
き
、
マ
ッ
チ
あ
る
い
は

点
火
器
を
燃
焼
器
の
火
口
に

近
づ
け
た
上
で
、
器
具
コ
ッ

ク
を
静
か
に
開
き
点
火
す
る

②
炎
は
空
気
孔
の
開
閉
に
よ

り
完
全
燃
焼
炎
に
調
節
し
、

赤
い
炎
は
不
完
全
燃
焼
で
す

か
ら
、
う
す
紫
の
き
れ
い
な

炎
に
調
節
す
る
こ
と
。

③
ガ
ス
の
使
用
後
は
、
元
弁

多
い
プ
ロ
。
ハ
ン
ガ
ス
の
事
故

取
扱
い
に
は
充
分
注
意
を

る
と
い
う
も
の
。
岡
ガ
ン
や
Ｗ

か
い
よ
う
の
早
期
発
見
に
絶
大

な
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
カ
ラ
メ
は

一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
ク
鈍
の

先
に
カ
メ
ラ
を
取
付
け
た
而
単

な
も
の
（
素
人
眼
に
は
そ
う
見

え
る
）
で
あ
る
が
、
こ
の
他
段

が
な
ん
と
七
十
万
円
だ
と
の
こ

と
で
す
。

④
ガ
ス
が
も
れ
た
時
は
、
附

近
の
火
気
を
消
し
コ
ヅ
ク
を

締
め
、
窓
や
脈
を
開
け
、
通

⑥
附
近
に
火
災
が
あ
っ
た
時

は
元
弁
を
締
め
、
安
全
な
場

所
に
移
す
こ
と
。
ま
た
、
容

ゞ
器
が
火
災
な
ど
で
加
熱
さ
れ

た
時
は
、
多
蛾
の
水
を
か
け

る
こ
と
。
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●
凸

⑤
調
節
器
は
絶
対
に
い
じ
ら

な
い
で
、
不
調
の
場
合
は
販

売
業
者
に
連
絡
し
、
調
整
し

向
上
を
ね
ら
っ
て
開
設
し
た
移

動
農
業
大
学
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
二
十
才

か
ら
三
十
才
ま
で
の
股
村
青
年

で
、
締
切
り
は
六
月
十
日
。
受

講
希
望
者
は
役
場
産
業
課
ま
で

間
合
せ
て
下
さ
い
。

【
カ
メ
ラ
で
胃
の
中
を
の
ぞ
く

武
田
外
科
医
長
】

移
動
農
業
大
学

ま
た
は
コ
ッ
ク
を
必
ず
締
め

る
こ
と
。

風
を
よ
く
し
、
ガ
ス
を
放
出

し
て
、
す
ぐ
販
允
業
析
に
連

絡
し
、
異
状
の
箇
所
を
修
兜

し
て
も
ら
う
こ
と
。

県
が
、
農
業
後
継
者
の
資
質

て
も
ら
う
こ
と
。

受
講
生
を
募
集
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■
の
。
－
年
・
■
■
■
■
■
一
・
一
毎
曲
■
■
凸
■
■
一
●
●
・
日
廿
■
■
６
－
■
・
・
卓
■
■
Ｈ
■
・
口
宇
・
■
■
回
■
■
■
■
・
●
・
●
堂
■
■
■
■
■
●
Ｐ
。
②
■
■
■
■
■
画
・
Ｐ
・
一
■
■
■
■
■
画
一
白
色
画
■
■
■
■
■
■
甲
宇
一
■
■
■
■

ノ
。
お
き
た
い
も
の
で
す
。

マ
フ
｜
稲
作
一

Ｌ
《
‐
。
，
畑
械
汽
は
痙
橦
る
に
抵
埠
ぺ
終
必
窪
つ
に
菅
一

不順天候に備えよ

よ
く
注
意
し
、
冷
将
を
防
止
す
る
対
策
を
考
え
て
一

／
俗
ぎ
こ
八
も
り
で
す
。

』
■
■
■
■
■
・
今
芭
邑
■
■
■
■
■
専
凸
《
・
む
せ
①
巳
日
日
唖
一
一
Ｆ
画
回
■
■
時
■
■
今
一
一
・
ｎ
Ｆ
■
Ｈ
明
■
■
凸
一
》
Ｐ
ｂ
■
■
■
■
・
写
字
一
■
■
■
■
■
《
年
印
一
■
Ｆ
■
Ｂ
■
一
■
■
・
■
■
■
■
■
■
・
一
再
・
■
■
■
■
■
■

■
Ｐ

fi]
か気
ら象
七庁
月の

上長
fﾘ期
に天
か気
け予
て報
、に

冷よ
温れ
のば
恐、
れ六
が月
あ~ド

ロ■■I■■■U■『

る
と
の
こ
と
で
す
。

新
聞
や
、
町
内
の
掲
示
板
の
股
州
怖
報
な
ど
に
一

る
。
遅

＠
水

水
深
は

路
の
草

③
除

る
か
、
④
迫
①
ハ

注
意
し

一
り

。
。
遅
く
て
も
六
月
十
日
ま
で
に
は
終
る
こ
と
。

③
水
の
か
け
流
し
は
や
め
て
、
漏
水
に
注
意
。

水
深
は
三
セ
ン
チ
。
水
温
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
水

路
の
草
刈
り
な
ど
を
行
な
う
。

③
除
草
剤
は
田
植
後
、
七
日
’
十
日
に
散
布
す

る
か
、
一
番
除
草
二
、
三
日
後
に
散
布
。

④
追
肥
は
な
る
べ
く
や
ら
な
い
。

①
ハ
モ
グ
リ
パ
エ
や
泥
お
い
虫
な
ど
の
発
生
に

注
意
し
、
発
生
し
た
場
合
は
初
期
防
除
か
大
切
。

｜
り
ん
ご
一

①
摘
果
は
早
め
に
。
落
花
後
、
二
十
五
ま
で
に

終
る
。

②
実
ぐ
ざ
れ
、
か
ぶ
ぐ
さ
れ
の
除
去
し
た
も
の

は
、
土
中
深
く
う
め
る
。

③
班
点
落
葉
病
の
防
除
は
、
六
’
十
二
式
ボ
ル

ド
ー
液
を
十
日
ご
と
に
散
布
。

④
追
肥
は
下
旬
ま
で
に
終
る
。

⑤
草
生
の
刈
取
り
を
行
な
う
。

⑥
適
期
薬
剤
散
布
の
徹
底
に
つ
と
め
る
。

月末現在）（4

富良汁
｜
帥六

月
の
農
作
業
’

一

計

17，142

』

§｜

;｜
:’

3，505

626 弱
－
５
一
例
一
鯛
６
－
》

魂
－
３
｜

価
一
弱
一
－
一

一
３
’
３
｜
Ⅳ
｜
詑
一
旧
－
２
｜
沖

６６２ ノ
夕

■
凸
■
吾
■
ｐ
Ｂ
ａ
■
■
■
■
■
■
Ｐ
Ｃ
■
■
卓
■
■
申
■
“
日
剖
■
Ｆ
■
“
ワ
■
■
ト
●
■
①
■
も

■
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｐ
０
‐
ｉ
Ｉ
・
ｐ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

■

句
■
●
。
■
ｐ
卓
■
■
■
■
■
■
■
甲
め
い
。
■
宙
■
■
タ
■
■
■
ご
ｄ
Ｐ
■
■
■
■
ｐ
■
■
。
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霧l鮒て壜･あることの：
4口

桜慨系熱亡‐*､
心

可pur

われ漣あ眺
一

一一つ

屯◆f

梶

gも

二

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

古
今
同
人
、
ア
ス
ナ
ロ
会
員

の
三
上
明
氏
（
蒔
田
小
学
校
長
）

の
碑
に
献
け
る
短
歌
二
首
の
朗

詠
が
あ
っ
た
あ
と
、
遺
族
と
し

て
、
美
智
子
未
亡
人
が
、
「
郷

｜
こ
の
日
は
肌
寒
い
肌
か
吹
き

雨
も
心
配
さ
れ
る
天
候
で
し
た

が
、
午
後
一
時
か
ら
、
ま
ず
、
記

念
碑
の
建
つ
芦
野
公
園
登
仙
岬

で
修
被
式
が
行
な
わ
れ
、
参
列

者
三
百
人
の
見
守
る
う
ち
に
、

太
宰
治
の
二
女
里
子
さ
ん
（
束

戚
の
白
百
合
女
子
大
一
年
）
と

兄
の
派
脇
英
治
氏
の
孫
に
当
る

推
一
君
（
背
森
市
筒
井
小
六
年
）

に
よ
る
除
幕
の
あ
と
、
氾
食
式

典
に
入
り
ま
し
た
。

伊
藤
久
雄
式
典
執
行
副
委
幽

艮
の
開
式
の
言
葉
に
統
い
て
、

花
田
一
式
典
執
行
委
員
長
の
式

辞
、
耗
過
報
告
、
設
討
者
阿
部

合
成
Ⅲ
伯
と
工
製
関
係
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
、
三
上
町
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
早
稲
田

大
学
教
授
浅
見
洲
、
作
家
の
槻

一
雄
、
竹
内
知
珊
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
太
宰
を
偲
ぶ
お

○
金
木
町
が
世
界
に
誇
る
べ
き
仰
大
な
作
家
太
宰
治
の
業
紙
を
永
遠
に
○

○
把
念
す
る
た
め
に
、
述
立
委
凸
会
を
設
憧
し
て
、
芦
野
公
園
登
仙
岬
○

○
に
建
立
を
進
め
て
い
た
〃
太
宰
治
碑
″
は
四
月
三
十
日
完
成
し
、
五
○

○
月
三
日
、
美
智
子
未
亡
人
や
作
家
の
槻
一
雄
ら
県
内
外
か
ら
関
係
者
○

○
お
よ
そ
三
百
人
を
招
い
て
盛
大
に
記
念
式
典
を
行
な
い
ま
し
た
。
○

二
女
里
子
さ
ん
の
手
で
除
幕

檀
一
雄
ら
三
百
人
が
参
列

一
哩
恥
霊
岬
珈
珪
に
唖
唖
郡
や
癖

ん
と
う
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

長
兄
の
津
脇
文
治
氏
は
、
「
弟

の
修
治
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
今
、
金
木
の
皆

さ
ん
が
こ
う
し
て
心
の
こ
も
つ

一
た
鼬
念
碑
を
建
て
て
く
れ
て
、

修
治
も
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
者
で

あ
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
津
肋
氏
は
こ
の
式

典
に
お
い
て
、
未
発
表
の
寅
料

（
太
宰
治
か
昭
和
十
一
年
に
津

勘
氏
に
あ
て
た
手
紙
）
を
太
宰

治
碑
建
立
委
員
会
に
寄
賄
し
、

こ
の
手
紙
を
太
宰
の
友
人
で
金

木
商
校
の
鳴
海
和
夫
教
諭
か
朗

沈
し
、
参
列
者
に
新
た
な
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
太
宰
治
を

母
親
が
わ
り
に
な
っ
て
世
話
を

し
た
越
野
タ
ケ
さ
ん
（
小
泊
村

在
住
）
や
、
太
宰
と
無
二
の
親

友
で
あ
っ
た
作
家
の
樋
一
雄
、

伊
馬
舂
部
、
木
山
捷
平
、
太
宰

研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
評
論

家
の
奥
野
健
男
、
詩
人
の
別
所

匝
樹
ら
の
ほ
か
、
関
係
調
お
よ

そ
三
百
人
か
出
席
し
、
終
始
感

慨
ぶ
か
げ
に
式
典
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
午
後
三
時
か

ら
、
金
木
中
学
校
識
堂
で
祝
衝

会
が
開
ら
か
れ
、
午
後
七
時
か

ら
は
、
青
年
研
修
所
に
お
い

て
、
式
典
に
参
列
し
た
中
央
作

家
、
評
論
家
に
よ
る
文
芸
識
浪

会
が
あ
り
ま
し
た
。
識
浪
会
は

午
後
十
時
に
終
り
、
太
宰
治
碑

建
立
に
関
し
た
一
切
の
行
事
を

終
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
太
宰
治
碑
建
立
委
員

会
で
は
、
太
宰
治
碑
建
立
を
記

念
し
て
、
碑
文
の
拓
本
と
、
小

冊
子
を
作
り
、
参
列
者
に
配
布

し
ま
し
た
。

太
宰
治
碑
に
献
げ
る
短
歌

ｌ
金
木
三
上
明
ｉ

○
さ
く
ら
咲
く
岬
に
あ
れ
ば

碑
も
香
り

人
の
こ
こ
ろ
は
ゆ
た
か
に

な
れ
る

○
不
死
鳥
の
い
の
ち
を
秘
め
て

永
遠
に

湖
畔
に
立
ち
ぬ
情
し
こ
の
碑
は

金
木
町
米
拙
売
渡
推
進
協
議

会
と
金
木
町
産
米
改
良
協
議
会

で
は
、
剛
月
三
十
日
、
付
年
研

修
所
で
、
昭
和
三
十
九
年
産
米

の
優
良
生
産
者
を
表
彰
し
ま
し

た
。
大
戯
売
渡
し
で
、
二
等
米

以
上
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

な
お
、
昭
和
三
十
九
年
産
米

の
売
渡
し
数
量
は
、
予
約
の
九

ぐ
ｆ
２
ｆ
ｆ
で
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
〃

…
～
！

三
十
九
年
産
米

優
良
生
産
者
を
表
彰

碑と碑文のこと

ウ
ェ
ー
デ
ン
産
こ
の
「
撰
ば
れ
て
あ
る
こ
と
の

の
黒
石
、
上
部
悦
惚
と
不
安
と
二
つ
わ
れ
に
あ

の
浮
き
彫
り
は
り
」
と
い
う
一
節
は
、
太
宰
の

馥
砲
一
杢
紺
銅
埜
作
品
「
紫
」
の
固
醐
に
あ
る
も

金
で
、
純
度
が
の
で
あ
る
ｃ

プ
ブ
・
プ
ノ
ー
こ
の
詩
は
掘
口
大
学
の
択
で

Ｌ
Ｌ
Ｌ
ぐ

セ
ン
ト
。
こ
れ
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
い
て
い

ま
で
野
外
彫
刻
る
。
「
わ
れ
に
そ
の
他
な
し
、

碑
は
怖
円
型

の
台
座
の
上
に

乗
り
、
巾
一
・

八
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
三
十
セ
ン

チ
、
高
さ
は
地

上
四
メ
ー
ト
ル

材
料
は
碑
文
を

刻
ん
だ
石
か
ス

トヮ

61

;1
農議
滝争

１
デ
ン
産

石
、
上
部

き
彫
り
は

エ
ナ
ー
ル

う
特
殊
合

、
純
度
が

・
九
パ
ー

野
宮
敏
雄
さ
ん
ら
一
○
二
名

【碑の前での記念撮影＝右から檀一雄、

町長、花田県議、木山捷平、浅見淵、

春部、阿部合成、奥野健男〕

上
馬
三
伊

に
使
わ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
を
は
る

か
に
し
の
ぐ
耐
久
性
が
あ
り
、

二
十
世
紀
の
新
材
と
さ
れ
て
い

る
。
碑
は
西
向
き
に
建
て
ら
れ
、

中
央
に
鉄
格
子
か
は
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
上
部
に
太
宰
の
自

躯
を
拡
大
し
た
「
太
宰
治
」
が
刻

鳥
篭
議
鶏
扉

万
二
千
百
七
十
九
俵
に
対
し
て

十
万
四
千
二
百
七
十
九
俵
で
し

た
。
表
彰
さ
れ
た
生
産
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

△
金
木
農
協
関
係

津
島
俊
雄
、
角
田
惣
作
、
工

藤
源
蔵
、
工
藤
繁
次
郎
、
工
藤

繁
太
郎
、
沢
田
敏
雄
、
白
川
弥

太
郎
、
原
田
き
な
、
加
藤
良
成

小
野
芳
雄
、
前
田
豊
吉

△
川
倉
腿
協
関
係

泉
谷
与
右
エ
門
、
其
田
豊
七

中
谷
字
一
郎
、
秋
元
勇
蔵
、
中

谷
洋
一
、
其
田
義
則
、
ゞ
泉
谷
勇

右
エ
門
、
泉
谷
清
一
郎
、
白
川

弥
吉
△
角
田
伊
三
郎
関
係

田
中
多
橘
、
津
島
万
之
丞
、

角
田
惣
之
助
‐

△
荒
関
淳
一
関
係

白
川
重
太
郎
、
長
尾
助
十
郎

対
馬
柾
栄
、
吉
田
米
五
郎
、
津

島
万
次
郎
、
秋
元
東
五
郎
、
吉

田
長
一
郎
、
白
川
幸
雄
、
松
尾

竹
次
郎
、
櫛
引
富
士
雄
、
小
山

内
文
徳
、
外
崎
良
作
、
吉
田
長

三
郎
、
沢
田
洋
一
郎

△
傍
島
正
守
関
係

田
中
正
明
、
白
川
源
太
郎
、

吉
田
由
吉
、
秋
元
金
次
郎
、
岡

田
善
助

△
夏
坂
仁
八
関
係

【阿部合成氏】跳
太
宰
が
生
前
も
つ
と
こ
の
「
不
死
必
」
は
、
火
の
中
学一

恥
も
好
ん
で
口
に
し
た
に
飛
び
込
み
古
い
身
を
焼
き
、

叩
と
い
わ
れ
る
ヴ
ェ
ル
五
百
年
に
一
度
新
し
く
生
ま
れ

閥
レ
ー
ヌ
の
詩
の
一
節
変
わ
る
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
神
話

Ｌ

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
か
ら
引
川
し
て
、
太
宰
の
生
ま

一

「
撰
ば
れ
て
あ
る
こ
と
の
れ
変
わ
り
を
意
味
し
た
も
の
。

」
不
安
と
二
つ
わ
れ
に
あ
中
央
の
鉄
格
子
は
「
人
間
の
道

Ｇ
い
う
一
節
は
、
太
宰
の
に
は
狭
い
け
わ
し
い
一
つ
一
つ

「
紫
」
の
固
醐
に
あ
る
も
却
邦
赫
錘
鎧
耀
碓
剖
輯
年
薙
一
坐

”
る
ｃ

ノ
ド
ｋ
ｌ
ｌ
ｌ
、
島
●
｜
Ｊ
１
｜
、
｜
園
、
大
倉
届
、
喪
の
川
原
な
ど

ま
れ
、
下
部
に
は
、

さ
れ
ど
わ
れ
ま
た
君
か
克
容
を
一

知
れ
り
、
あ
あ
／
こ
は
何
た
一

る
努
力
ぞ
／
、
さ
れ
ど
ま
た
何
一

た
る
熱
心
ぞ
／
」

碑
の
蚊
上
部
に
は
新
合
金
ラ
ー

フ
ェ
ナ
ー
ル
に
、
無
で
炎
を
表
一

わ
し
、
そ
の
中
に
「
不
死
馬
」
一

が
金
メ
ッ
キ
で
浮
き
彫
り
に
さ
一

れ
て
い
る
。

が
よ
く
兄
通
せ
る
こ
と
を
窓
味
一

し
た
も
の
だ
と
製
作
に
当
っ
た
一

阿
部
合
成
氏
は
語
っ
て
い
る
。
一

鉄
郎
、
津
烏
新
五
郎
、
津
励
さ

わ
、
野
宮
兵
助

△
茄
瀬
農
協
関
係

沢
田
由
男
、
川
中
利
助
、
小

山
内
ツ
ル
、
伊
藤
定
四
郎
、
秋

元
文
四
郎
、
工
藤
睦
正
、
対
馬

治
好
、
中
野
正
明
、
鴫
海
栄
、

櫛
引
柾
衛
、
士
岐
永
作
、
斉
藤

義
継
、
咄
海
あ
い
、
小
山
内
男

治
、
中
村
正
俊
、
胴
海
与
ェ
門

脇
海
武
太
郎
、
原
田
稔
、
原
田

正
信
、
原
田
要
蔵
、
成
田
つ
る

△
浜
田
熊
吉
関
係

伊
藤
満
平
、
伊
藤
与
四
郎
、

伊
藤
武
五
郎
、
原
田
善
八
、
原

田
留
次
郎
、
山
中
哲
男
、
沢
田

岩
次
郎
、
平
川
久
次
郎
、
黒
川

俊
吉
、
土
岐
粕
五
郎
、
沢
田
幸

八
郎
。

△
津
田
孫
一
関
係

今
嘉
七
、
山
中
秀
雄
、
山
中

辰
三
郎
、
神
島
哲
雄
、
中
村
喜

代
治
、
木
下
清
一
、
土
岐
繁
美

△
喜
良
市
農
協
関
係

葛
西
与
助
、
阿
部
貞
美
、
古

川
三
四
郎
、
伊
藤
武
里
、
大
橋

藤
太
郎
、
古
川
兵
七
、
古
川
浅

四
郎
△
今
ひ
で
関
係

三
上
正
介
、
伊
丸
岡
佑
、
棟

方
清
三
郎
、
葛
西
信
一

△
奈
良
勝
美
関
係

山
田
正
己
、
今
政
四
郎

△
特
別
賞
受
賞
者

○
町
長
賞

野
宮
敏
雄
、
泉
谷
清
一
郎
、

三
上
正
介

○
農
業
委
員
会
長
賞

原
田
稔
、
津
島
ソ
メ
、
泉
谷

与
右
エ
門
、
工
藤
繁
次
郎

fャ’

霊
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自
作
農
維
持
資
金
等
の

申
込
み
を
受
付
け

六
月
一
日
か
ら
＋
五
日
ま
で

金
木
町
展
業
委
口
金
で
は
、

第
二
回
目
の
自
作
農
維
持
資
金

と
腱
地
等
取
得
資
金
の
申
込
み

を
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
受
付

け
期
間
は
六
月
一
日
か
ら
十
五

日
ま
で
。

向
作
展
維
持
費
金
の
惜
入
殿

高
額
は
三
十
万
円
で
、
金
利
は

年
五
分
、
価
遠
年
限
二
十
年
以

内
、
農
地
報
取
得
資
金
は
吸
高

八
十
万
円
、
金
利
は
三
分
五
皿

償
還
年
限
は
二
十
五
年
以
内
で

す
。
申
込
み
に
必
要
な
も
の
は
、

ハ
ン
コ
、
肇
記
済
征
、
農
家
簿

記
等
で
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
近
く
の
股
業
委

員
か
股
業
委
口
会
堺
務
肋
ま
で

お
出
で
下
さ
い
。金

木
町
出
身
の
十
九
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
専
属
と

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
新
進
し
て
入
社
「
哀
し
み
の
忘
れ
花
」

会
歌
手
浜
百
合
子
さ
ん
と
「
幸
せ
さ
ん
は
は
に
か
み
や
」

す
（
本
名
中
村
郁
子
Ｉ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
清
純
可
憐
な

鍵
針
靹
鐵
山
塞
吋
痙
軸
叩
趨
幽
元
刎
諦
渥
獅
垂
郡
壺

弘
前
の
〃
り
ん
ご
化
ま
つ

零
蕊
雛

んさ子
一
合
ロ
応
え
る
よ
う
い
っ
し
ょ
う
け

百
中
村
皇
さ
ん
の
四
ん
め
い
頑
張
り
ま
す
か
ら
、
ょ

浜
華
塞
舗
轌
望
熊
、
詮
設
鵠
挑
蓉
す
。
」
と

手
斜
陽
館
で
有
志
五
十
な
お
、
九
月
に
Ｔ
．
Ｂ
．
Ｓ

歌
樒
諦
嘩
痙
も
て
開
か
か
ら
放
送
さ
れ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
「
愛
染
か
つ
ら
」
の
主
題
歌

浜
さ
ん
は
昭
和
三
を
歌
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

昭和39年産米等級別売渡数量
（農業委員会調）
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金
木
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｜
日
一
日

1期分定

リ14

税固定資産

町県民

間定資産

国民健康保1

町ﾘIL民

間定賛産

5月

1期分

2期分

2期分

2期分

3期分

3期分

２
２
２

３
３
－
３

識
一
幟
一
》
蹄
一
癖
一
岬
一
鋤

6月3
画【－－＝一

:|計｜
ﾆｰｰ一.=一一

103400110018791100
7月31日’

凸
色

〃』

8月31日’
対
処
す
る
た
め
、
「
不
順
天
候
対

策
本
部
」
を
設
麗
し
ま
し
た
。

必
要
に
応
じ
会
鐡
を
開
き
、
災

害
の
防
止
対
策
や
指
導
情
報
を

流
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

櫛
成
員
は
次
の
と
お
り
。

本
部
畳
三
上
武
男
（
町
長
）
副
本

部
長
成
田
勇
蔵
（
助
役
）
副
本
部

長
工
藤
源
三
郎
（
農
林
商
工
常

任
委
員
長
）
委
幽
花
田
一
（
展

委
会
長
）
沢
田
由
男
（
農
委
振

興
部
会
長
）
中
村
健
司
（
金
木

農
協
専
務
）
森
敏
夫
（
弘
大
金

木
展
聯
主
事
）
木
村
金
利
（
癌

瀬
農
協
組
合
長
）
中
谷
藤
太
郎

不
順
天
候

対
策
本
部
を
設
置

本
部
長
に
三
上
町
長

本
年
は
天
候
か
不
順
で
冷
密

な
ど
の
災
啓
も
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
金
木
町
で
は
こ
れ
に

〈
川
倉
農
協
組
合
長
）
脇
神
米

吉
（
野
良
市
農
協
組
合
長
）
斉

藤
豊
（
農
業
改
良
普
及
所
長
）

菊
地
正
男
（
り
ん
ご
指
導
員
）

石
谷
新
造
（
食
糊
事
務
所
長
）

△
こ
の
広
報
に
も
の
せ
ま
し
た

が
、
太
宰
治
の
人
柄
と
作
品
に

ふ
さ
わ
し
い
特
徴
あ
る
碑
が
芦

野
公
園
に
建
ち
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
こ
の
碑
を
訪
ね
る
人

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
人
た
ち
を
が
っ
か
り
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
碑
に
落
書

き
や
、
イ
タ
ズ
ラ
を
さ
せ
な
い

よ
う
、
み
ん
な
で
よ
く
注
意
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

す
る
希
望
、
意
見
、
の
せ
た
い

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

企
画
室
へ
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

△
広
報
〃
金
木
だ
よ
り
″
に
対

編
集
あ
と
が
き

9月30日

峨保|rl民雌〃

町県

1門｜定賛

分
分
期
期
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４
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一
似
一
事
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一
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